
『同神期報』100 周年を覚えて 

 

 同紙は神学部が発行する唯一の機関紙といえ

るもので、2024 年 3 月に 100 号が発行されまし

た。創刊日は 1923（大正 12）年 8 月 1 日で、そ

の１か月後関東大震災（1923 年）、そして治安維

持法（1925 年）、15 年戦争（1931 年から 1945

年）へと時代が激動していきます。 

創刊号の巻頭言において、芦田慶治は、コンス

タンティヌス帝（在位 306-337 年）が新帝都を

ビザンティウムに建てようとしたとき、まず建

築技師の養成から手始めをしたことに触れ、コ

ンスタンティヌスの苦節は察するに余りあると

述べています。芦田は、当時の日本のキリスト教

会の現状を「特徴的な精神界の偉大な建築師」が

まだ出現していないと憂い、狂瀾怒濤の迫害と逆境における先人の惨憺たる苦心努力・犠牲

に敬意を払いつつも、キリスト教会のために「人間建築の技師」たる「説教者、神学者、文

芸家」の養成が喫緊の課題であると明言しています。そして、少なくとも 2, 30 年後には「同

志社神学校」が「精神的宗教的文化の中心」であらねばならないとヴィジョンを語っていま

す。 

 しかし、その 20 年後戦火の激しさとともに同紙は 1943（昭和 18）年から 1947（昭和 22）

年の 5 年間休刊となってしまいます。その後 1948（昭和 23）年に戦後再刊行の初号が発行

されました。その前年は文学部神学科から（旧制）神学部に改制され、神学部として新しい

スタートを切っていましたので、その号の冒頭では「新しき神学部の構想」として大学院に

5 つのコースを設けることを記しています（実践神学専攻、農村伝道専攻、神学専攻、宗教

教育専攻、基督教社会事業専攻）。学部・学科のカリキュラムは時代のニーズに合わせて適

宜改変されていきますが、各コースで目指された人材育成の目的は現在にいたるまで大切

に継承されてきています。その後月日を経て 1994 年（71 号）に用紙のサイズが A4 になり、

2000 年（76 号）以降は、紙面が白黒からカラーとなり現在にいたっています。 

 これまで学部・学科の教育活動、教員の研究状況や大学院修了生の消息など種々の内容が

スナップ写真とともに紙面を飾ってきました。今後も神学部のリアルを伝えるべく、同紙は

役割を果たしていくことになるでしょう。創刊号の巻頭言で示されたヴィジョンを胸に抱

きながら「人間建築の技師」たる人材を育成していけるよう、神学部の日々の教育・研究に

従事しその責務を果たして行きたいものです。 
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